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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
横浜市　川崎市連携　化学物質について知ろう
その2　PRTRってなんだろう

PRTRという制度を聞いたことがありますか？
あまりなじみのない制度かもしれません。
でも、多くの化学物質による環境リスクを少なくするために、役立っている制度です。
横浜市の化学物質啓発キャラクター、環境リスくんと　リス子ちゃんと一緒に、PRTRについて学びましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
PRTR制度とは、化学物質が、どこからどのくらい環境に排出されたか、という情報を1年ごとに国が集計し、公表する制度です。
「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」、通称「化管法」により制度化され、平成13年4月からスタートしています。
集計結果は国のホームページ等で公表されているため、誰でも見ることができます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
PRTR制度で、国が集計し、公表するデータは大きく二つです。
ひとつめは、届出対象事業者から届出された、排出量、移動量です。
事業者は、取り扱った化学物質を環境中に排出した量と、廃棄物処理などのために事業所の外に移動させた量を、自ら把握し、年に1回、国に届け出ることになっています。届出の対象になるかどうかは、事業者の規模や化学物質を使った量などによって決まります。
ふたつめは、届出の対象にならない事業者や、家庭、自動車などの移動体からの排出量の推計です。
国は2つのデータをあわせて公表するほか、届出された個別の事業所の情報も公表しています。環境省や経済産業省のホームページで見ることができますので、調べてみてください。みなさんの近所の工場のデータも、見ることができるかもしれません。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これまで、環境リスクが大きい化学物質については、個々に規制が行われてきました。今後も必要な規制は行われていきますが、個々の化学物質を規制する方法では、たくさんの種類の化学物質に対応していくには不十分です。
そのため、PRTR制度では、個々の物質を規制するのではなく、化学物質の排出に関する情報を公表することで、環境リスクを減らしていくことを目指しています。
環境リスクを減らしていくためには、関係者が、PRTR制度により公表された情報を生かし、それぞれの役割を果たしていかなければいけません。
PRTR制度における市民の役割は、まずは、身の回りの化学物質に関心を持ち、公表されたデータを見ることです。
せっかくデータが公表されても、関心をもって見る人がいなければ、制度が活かされません。

PRTRデータをきっかけに、一人でも多くの方が自分の暮らしを見直したり、事業者や行政とコミュニケーションを図ったりすることが、化学物質による環境リスクを減らすことにつながっていくのです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、PRTR制度によって、具体的にはどのような効果が期待できるのでしょうか。
化学物質を取り扱う事業者は、使用している化学物質の情報や量を把握することで、無駄を省くなどの自主的な管理がすすみます。
市民は、環境や健康に影響のありそうな化学物質について、その種類や排出源、排出量などを具体的に知ることができます。
行政は、地域の環境中に排出される化学物質の種類や量を知ることができ、対策の必要性や優先順位を決める際の参考にすることができます。
PRTRデータを利用して、市民、事業者、行政が、化学物質の現状や対策の内容、対策の進み具合について話し合いながら、社会全体で化学物質対策を進めていくことが期待されています。

化学物質に関する情報を、関係者で共有して、意見交換することを、リスクコミュニケーションといいます。
化学物質のリスクコミュニケーションをすすめていくためのツールとして、PRTRデータを活用していきましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは、わたしたちが住むまちの、PRTRデータを見てみましょう。

PRTR制度で得られた化学物質の排出量について、全国と、横浜市　川崎市の経年変化をグラフにしました。
制度が開始された平成13年度から現在まで、全国でも、横浜市　川崎市でも、同じように減少しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、神奈川県の排出量を他の都道府県と比べてみます。
左の棒グラフは、令和４年度の、都道府県別の排出量を、上位から並べたものです。神奈川県は８位でした。1位は愛知県、2位は東京都でした。
右の円グラフは、神奈川県の市町村別排出量です。横浜市、川崎市の2市で神奈川県の約半分を占めています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
化学物質の排出量の経年変化のグラフを、どこから排出されたかによって色分けしました。
左のグラフが、横浜市、右のグラフが川崎市の結果です。
緑色が、自動車などの乗り物からの排出。オレンジ色が、家庭からの排出。青色が、事業者からの排出です。青色のうち、縞模様になっているのは事業者からの届け出データによるもので、塗りつぶされているのは届け出対象外の事業者の推計データです。
化学物質の排出量は、事業者からの排出が多くなっていますが、平成13年度の頃と比べると、令和４年度は半分以下に減少しています。
乗物からの排出量と、家庭からの排出量も、平成13年度と比べて半分程度、減少しています。

減少した理由は様々ですが、化学物質を取り扱う、それぞれの事業者や、市民が、化学物質への意識をもって　取り組んできた結果が　表れています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
横浜市と川崎市では、どんな物質が排出されているのでしょうか。

ふたつの円グラフはそれぞれ、横浜市、川崎市の排出量について、物質別の内訳を示したものです。
左が横浜市、右が川崎市です。
どちらの市でも、一番多く排出されているのはトルエンで、次にキシレン、ノルマルヘキサン　　と続きます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、事業者、家庭、乗物から、それぞれどんな物質が排出されているか見ていきましょう。
まずは、排出量の　多くを占めている　事業者からの排出です。
どちらの市でも上位に挙がっている、キシレン、トルエンは、化学物質の合成原料、油性塗料、印刷インキなどに使われています。ガソリン中にも含まれています。
ノルマルヘキサンは、食用油の抽出や、油性塗料、印刷インキなどに使われています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、家庭からの排出を見てみましょう。
左の円グラフが横浜市、右が川崎市です。
家庭からの排出量は、どちらの市もジクロロベンゼンが　半分以上を占めています。
ジクロロベンゼンは、衣類の防虫剤や、トイレの防臭剤などに使われています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
乗物からの排出量を見てみましょう。
左の円グラフが横浜市、右が川崎市です。
排出量の半分以上を、トルエンとキシレンが占めています。
どちらも主に自動車やオートバイの排気ガスに含まれている物質です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
PRTRのデータはインターネットで入手することができます。
環境省のPRTRインフォメーション広場のサイトでは、集計結果のほか、個別事業所のデータを地図上で検索することができます。
横浜市、川崎市の集計結果も、各市のホームページに掲載していますので、ご覧ください。
リス子ちゃんおすすめの、PRTRデータを読み解くための市民ガイドブックは、PRTRの制度や　集計結果をわかりやすく解説した、ガイドブックです。
冊子版も　環境省から発行されています。

PRTRデータをきっかけに、多くの方に化学物質について関心を持っていただき、社会全体で化学物質対策を進めていきましょう。
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https://www.env.go.jp/chemi/prtr/archive/guidebook.html
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
化学物質について知ろう！　その２　PRTRって何だろう　を　終わります。
最後までご覧いただき、ありがとうございます。
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